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令和２年度　東野小学校報　冬休み前号　　　　　　　　　　　　　　
今年の漢字は…
校長　浅井　誠　　
　１２月１２日の漢字の日に、毎年恒例の「今年の漢字」が話題になりました。令和２年の世相を表す漢字一字と、その理由を全国から募集したところ28,401票を集めた「密」に決定したと発表がありました。新型コロナウィルス感染症が世界中に流行し、年初から現在に至るまで、「密」を避けた生活が提唱された1年であったことが主な理由としてあげられていました。来年こそは「密」に人と関わり合えるように…という願いも込められているそうです。
この報道を見聞きして、令和2年を閉じる瞬間が近づいている今、東野小には、どのような漢字が当てはまるのかについて考えてみました。
　私は「新」という一文字を考えました。
新型コロナウィルス感染症への対応として、さまざまな教育活動の中止や延期、変更が続きました。「残念」「悔しい」という思いが生まれました。しかし、この事態を前向きに受け止め、新しい形の学校生活、新しい内容の教育活動を創り出すことに挑戦し、さまざまな財産を新たに生み出すことができたからです。右に紹介している２つの「新たな挑戦」もその一部です。
　この４月に赴任して、東野小の“よさ”として、私が感じていることがあります。それを一言で表せば「共感」です。コロナ禍の中、保護者や地域の皆様が、「ともに」子どもの豊かな学びを支えてくださっていると実感しています。
保護者や地域の皆様、学校の教職員、そして子どもたちが、互いに「共感」しあい、同じ方向に向かって歩んでいける…自慢できる東野小の“よさ”であり、だからこそ新しい財産を生み出せたと思っています。
漢字「新」に表すことができる東野小の “よさ”を発揮した歩みを、今後も大切にしていきたいです。
この冬休み中に迎える令和３年は、東野小の子どもたちにとって、どのような漢字が当てはまる１年になるのか…大きな希望と期待をもって令和２年を閉じ、新たな令和３年を迎えたいと思っています。
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１２月の新たな挑戦➀









































１２／３（木）に、「はやぶさ２」で話題となっている「ＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構）」の野村健太氏による遠隔授業を、６年生で実施しました。宇宙研究・開発の実情やこれからを生き抜いていくために必要なコミュニケーション能力について学びました。
































１２／１１（金）１４（月）に保健委員会による手洗い実験を行いました。３９人が実験に参加し、ブラックライトを使い、手洗いによりどの程度汚れが落ちるものなのかを確かめました。コロナ禍の中、手洗いの大切さを再確認する時間となりました。





１２月の新たな挑戦②戦②








保護者の皆様、地域の皆様には、さまざまな教育活動に対して、ご協力、ご支援をいただき感謝しております。ありがとうございました。引き続き令和３年もどうぞよろしくお願いいたします。











